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　私 は 小 児 科 の 市 田 先 生 にご 紹 介 いただき， ６/１ ～ ６ /2６の ４ 週 間，アメリカオハイオ 州 のCincinnati 
Children’s Hospital Medical centerの循環器科で松原君と一緒に実習をさせていただきました。
　私は昨年 １ ヶ月ニュージーランドでの語学研修に参加しましたが，それ以外での語学研修の経験はなく，
普通の人より少しリスニングが得意という程度の英語力でした。それでも，自分の興味のある小児科で一ヶ
月の実習をしたいという強い希望と，実習に行くなら英語の勉強になる国に行きたい，という思いがあり，
アメリカでの実習を決意しました。
　実習は，医療行為ができないため，先生に付き添い外来や病棟での診察の見学と聴診，カテーテルの見学，
カンファレンスへの参加が主でした。初めの一週間は専門用語の理解と本場の英語のスピードに全くついて
いけず，かなりショックを受けました。慣れていくうちに先生が説明してくださることが大まかに理解でき
るようになり，少し質問出来たり，質問に答えたりができました。外来には様々な小児心臓疾患の患者さん
がいらっしゃいましたが，日本の外来でよく見る疾患でもその症例数は非常に多く，さらに日本の外来では
ほとんど見ることのない疾患をいくつも経験することができました。
　また，アメリカの医療と日本の医療の違いを感じることができたことも面白かったです。アメリカの外来
では患者さんが部屋で医師を待っていること，外来でも入院でも，ほとんどの患者さんが家族総出でいらっ
しゃること，アーミッシュという文化，養子の多さには驚きました。また，患者さんやご家族がみんな私た
ち実習生に温かく挨拶をしてくださったり，話しかけてくだっさたりしたのは印象的でした。柴犬大好きな
男の子や来週京都に行くんだ，と教えてくれる子もいました。時には診察中に一緒におもちゃで遊んだりも
しました。レジデントにも優しくしていただき，分からないことを教えていただいたほか，最後の週は毎日
フリーランチ付のカンファに連れていってもらいました。
　実習は非常に有意義で，毎日が刺激的でした。そして，実習だけでなく，実習が早く終わった日や休みの
週末を利用してシンシナティを観光することができました。水族館や動物園や美術館，そしてメジャーリー
グは運よく地元レッズ対イチロー所属のマーリンズの試合を見ることができ，とても興奮しました。さらに
私は高速バスでシカゴへ旅行に行ったほか，たまたま親戚が近くに住んでいたので，親戚の家に泊りに行っ
たり，一緒に観光をしたりしました。
　そういうわけで，英語に苦しんだり，素敵な先生方にお会いできたり，はたまた親戚がいたりと，私のシ
ンシナティでの一か月は一生忘れることのできない大切な経験・思い出となりました。一緒にシンシナティ
に行った松原君には大変お世話になりました。彼からは多くのことを学びましたし彼がいなかったらロスバ
ゲしたときから心折れて １ か月持たなかったと思います。ありがとう！
　また，市田先生には，本当にお忙しい中アメリカとのやりとりを私たちのために何度も行ってくださった
り，実習中にもメールを下さったりと，大変お世話になりました。本当にありがとうございました。
　この一か月間アメリカで生活できたことが，将来留学する機会の自信になると思います。小児心臓の知識
を得たのはもちろんですが，アメリカの人々の雰囲気や文化，食べ物，バスの乗り方，レストラン，チップ，
リスが沢山いること，ロスバゲに遇ったときのことなど，今まで，全く知らなかったこと，いくら本を読ん
だりしても分からないことを，言い尽くせませんが本当にたくさん得ることができました。また，個人的な
ことですが，親戚に会えたことも，私がシンシナティに行ってよかったと思えること一つです。
　今回の恵まれた旅に感謝し，この経験を無駄にすることのないよう，精進していきたいと思います。
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